


ＮＰＯ法人出雲スポーツ振興２１の設立

出雲市（広域合併前）は平成１ １ 年（１ ９９９） 出雲市総合スポーツ振興計画「出雲スポーツ振

興プラン２１ 」を①人づくり②環境づくり③システムづくりを3本柱に策定

プランを民間の立場で具現化する組織「ＮＰＯ法人出雲スポーツ振興２１」をスポーツ関係者を

中心に立ち上げ

従来行政が行っていた出雲市総合スポレク祭など市民に直結したソフト事業や市体育協会はじ

めスポーツ振興団体の事務局業務及び行政・外郭団体が行っていた出雲健康公園（出雲ドー

ム）はじめ９施設の管理・運営を引き継ぎ平成１２年（２０００）４月より活動を開始

担当及び人員数

市（スポ振、都市計、福祉）、財団、社協

専属１５名＋各課対応

一元化と人員削減と無休化

１５名

■行政担当者のスタンス

〇できるだけ早く自立して、 市と両輪で出雲市のスポーツ振興を推進できる組織に！〇仕組

みは市が創った。 これに魂を入れるのは貴方たち！



基本概要

■業務内容

（１）公共施設の管理運営と有効活用

県立１施設、 市立７施設の指定管理者⇒適切な維持管理・公平性確保

指定管理者としての施設活用事業⇒施設利用率の向上

（２）スポーツ振興団体及びスポーツ振興事業等の事務局業務と協働

体育協会、 スポーツ少年団、 スポーツ推進委員協議会等事務局

（３）市、 ｽﾎﾟｰﾂ振興団体及び市民が行うｽﾎﾟｰﾂ・文化活動への支援・協力

健康増進、子供の体力向上、障がい者支援、スポーツイベント 等

（４） 自主事業としてのスポーツ振興・地域振興策の実施

スポーツ教室開催（総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ）、介護予防、緑化推進

医療との連携、スポーツツーリズム推進等

（５）上記１～４にかかわるサービスの提供として収益事業の実施

収益事業の利益はスポーツ振興事業等へ再投資する

■スタッフ（Ｈ３１年３月現在）

５３名 （正職２０、再雇用２、臨時１２、嘱託１、パート１８）

（６０歳未満女性１１・男性１８ ６０歳以上女性２・男性２２名）



経営方針

◆理念：「スポーツ振興による地域づくり」

スポーツの日常化を図り、 「元気な市民：心身ともに健康で活力ある市民」による地域活

動活性化を推進し、 「元気な地域：市民が暮らすことに幸福を感じ、愛着と誇りを持つ地

域」づくりに貢献する。

◆ミッション：「スポーツライフの確立と進展」

①人が健康で豊かな人生を送るため、誕生から天寿を全うするまでの各世代にお

けるスポーツとのかかわりを創出・支援する。

②スポーツの間口の広さを活用し、福祉・教育・環境・経済・文化芸術等々多様な分

野との連携を深め、 スポーツの軸で結ぶ事業展開を図る。

※スポーツとは遊び・・・楽しんでする心身の活動

◆将来像：「法人活動（ＮＰＯ）の公共的価値の創造」

スポーツのプラットフォームを確立し、地域づくりのプラットフォームに進化していく



理 念
及び

ミッション

の

イメージ図

元気な地域（出雲市） 幸福⇒愛着⇒誇り

元気な市民 心身ともに健康で活力ある市民

元気な

市役所

元気な

会社

元気な

学校

元気な

町内

元気な

幼少年

元気な

青壮年

元気な

高齢者

総合型地域SC 

スポーツの横軸

体協・スポ少・スポ推進委

健康 文化

芸術

農林

漁業
教育

子育て

福祉 商工業 環境
観光 etc 

誕
生

天
寿

０～３

親子ふれあい

４～８

運動遊び

仲間づくり

９～１２

多種目経験

１３～２２ ２３～３９ ４０～６４ ６５～

競技

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

競技・家族・

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ﾒﾀﾎﾞ対策

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・仲間づくり健康

増進・介護予防

出雲スポーツ振興２１



■古代出雲歴史探訪ミステリーウオーク 事業例

出雲市文化財課と共催。

出雲にある古墳等遺跡を、学芸員の

説明を聞きながらウオーキングで巡る、市民対

象「頭と体」の故郷再発見事業。

（平成１８年度～２５年度）

四隅突出型墳墓

■縁結びライドin出雲

出雲市（観光・スポーツ）、 観光協会、 産業ＮＰＯ、 サイクリング協会、日本旅行、ＪＲ出雲市駅

等と協働。 全国対象のスポーツツーリズム事業。 （Ｈ２８年度～）

神々の國で
ご縁を結ぶ

○ステーション設置（ウォーク・ラン・バイク）

○連携分野の拡大

○イベント⇒日常化、そして文化へ



「地域づくり」の基本は地域が元気になること
～市民が元気になり、元気な人とひとが繋がっていけば、地域が元気になる～■スポーツ振興

のとらえ方

○活動を開始したころはスポーツの振興が目的

地域の人・組織・活動や全国の先達との関わりで

○スポーツは有効な手段、スポーツ振興による地域づくりが目的

スポーツ振興策の実施、事務局業務を通した体育協会等スポーツ団体への協力、市民

活動への支援、スポーツ施設の管理・運営等それぞれが目的ではなく、 その先に目指す

ものがある。 それをひとくくりに「地域づくり」と捉える。スポーツを軸とした活動をとおして

どんな地域貢献をするのか

地域の特性と現状を知る⇒WILL・CAN・MAST⇒地域課題の解決へ

■組織活動にとって必要なこと

○自立と連携⇔依存と孤立

○組織の理念・目的を常に確認、軸をぶらすな！

⇒何のために何をするか＝目的と手段を間違えない

そして、 おおらかに、 楽しく活動し、 地域にとって必要な存在になること



目指す将来像の進展イメージ

スポーツを軸とし、多分野連携を積み重ね、

地域づくりのプラットフォームを創出する

出雲版まちづくり推進組織への進展

新たな地域社会の仕組みを創造

水平でゆるやかなネットワーキングの構築


